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  日頃より船橋市の障害福祉行政にご尽力賜り、誠にありがとうございます。 

令和５年４月１日付で、障害福祉課相談支援係長として着任いたしました北原と申します。 

私は平成１５年度に船橋市役所に入庁し、今年で入庁２０年目となるものの障害福祉行政につ

いては経験がなく、一から勉強をしているところです。相談支援係では、障害福祉サービス、補

装具・日常生活用具の給付、就労支援等の障害ある方々の日常生活に深く係わる事業が多く、そ

の重要性を日々実感しております。 

本市では、令和２年度より総合相談の複数窓口設置を開始し、現在は、船橋福祉相談協議会ふ

らっと船橋様、株式会社朝日ケアコンサルタント テレサ会様、社会福祉法人千葉県福祉援護会

ヴェルフ藤原様の３事業者に総合相談窓口の事業委託しております。今後は、障害のある方々が

より安心して暮らしていけるよう、相談支援体制の更なる充実に向け北部や東部地域にも総合相

談窓口を設置し、市内５か所の開設を目指していきたいと考えております。 

未だ不慣れなところが多々ありますため、関係機関の皆様には大変ご迷惑をおかけしていると

ころとは思いますが、障害を持つ方々やそのご家族、支援者に寄り添い、少しでも力になること

が出来るよう努めてまいりますのでご指導の程よろしくお願いいたします。 

 

 

 

    

 

 相談支援対象者には様々な方がいらっしゃるのは皆様も同様と思います。相談支援の仕事に就

いて、地域の関係機関との連携は欠く事の出来ない対の業務だと思っております。その連携があ

るからこそ、私たちは様々な相談者に向き合いながら暮らしの方向性を模索できると考えます。

数年前くらいから、医療観察制度の対象者支援という事で千葉保護観察所との連携が始まったと

記憶しています。それ以前は矯正施設等の社会福祉士や刑務官との連絡により地域に帰ってこら

れる方のお手伝いをしていました。先方から連絡を頂き、地域に戻るまでの期限が短いケースが

多く、弁護士の尽力もあり数度の面会の場を設けて頂き、本人の生い立ちや暮らしへの意向など

を確認し当日を迎えていました。医療観察制度対象者のお話を頂いた際も知識不足故、同様のイ

メージを重ねておりましたが、仕組みそのものの違いは勿論なのですが、社会復帰調整官との訪
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当法人では相談員を募集しております。 

相談支援に関心のある方をお待ちしています！ 

応募にあたり資格要件に関する詳細は、直接お問い合わせ下さい。 

☎ 047-495-6777  採用担当：清水 

問でその役割の重さや業務の重要性を知りました。入院処遇時の医療連携から地域へ帰住するに

あたり通院処遇による指定通院医療機関の相談調整など、共に動いているとその調整の難しさを

感じる事があります。「何度でも何度でも」対象者本人の気持ちや先々を考え、その調整に臨ん

でいます。地域の支援者として、改めてその姿勢から見習うべき事も多くあります。連携を取っ

ている社会復帰調整官の皆がその姿勢である事は言うまでもありませんが、その重責を担う役割

というだけで済ませる事ではないと感じています。 

相談支援は連携無くして業務遂行は難しいのも事実。しかし連携ありきでも無いと考えていま

す。「餅は餅屋」と言いますが、すべきことを取り組んだ上での連携であり互いの知恵や工夫が

あってこそ成り立つものだと思っています。この医療観察制度を通して連携をさせて頂いた社会

復帰調整官の方々との出会いは、自身（組織）の相談支援業務に大いに参考となりました。今後

も地域から頼られる相談支援事業所の一つでありたいと思っています。 

（「うどん屋の釜」にはなりたくないものです。湯（言）ばっかり） 

 

 

                ふらっと船橋 相談員 飯田紫乃 

 

はじめまして、飯田紫乃(いいだしの)と申します。6 月からふらっと船橋に勤務しております。

大学の通信で福祉を学び今春、精神保健福祉士を取得しました。大学では、アセスメントとアル

コール依存症の回復支援を学びました。 

以前は金融や流通系の仕事、専業主婦などしていました。福祉では、前職の放課後等デイサー

ビスで学習支援をしていました。 

私は、たくさんの良い出会いと経験をさせてくれた船橋市が大好きです。障害福祉を通して、

誰もが暮らしやすい船橋市になるように頑張りたいと思います。いろいろな経験は、形が変わっ

ても皆様のお役に立つことができると考えています。困っている方の生活に寄り添い、一緒に考

えて進んでいけるように、制度理解や事業所などの連携など、しっかり基礎固めをしていきたい

と考えています。 

先輩方、関係者の皆様、船橋市の皆様のお役に立てるように精進して参ります。どうぞ、ご指

導ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします。 

                                             

令和 5 年度 第 1 回 障害者虐待防止研修 

NPO 法人船橋福祉相談協議会 基幹相談支援センター 

船橋市障害者虐待防止センターはーぷ 主催 

支援の難しい方への対応について ～グループホーム編～ 
令和５年７月７日（金）１１:００開始 １３:００終了 （受付１０：４０～） 

場 所： 船橋市勤労市民センター ３階 第 1 会議室        

申込み :   メール、FAX にて、氏名（ふりがな）・連絡先・所属先名を「ふらっと船橋」 

までお知らせください。定員４０名（先着順にて）※６月末日締め切り

参加費 

無料 


